
20

くらしもりトピ くらし もりトピ

く
ら
し
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
平
成
２７
年
度
分
の
保
険
料
は
、

３
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
月
額
１

万
５
千
５
９
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
は
従
来
ど

お
り
月
額
４００
円
で
す
。

◆
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　
国
民
年
金
制
度
は
２０
歳
～
６０
歳

の
４０
年
間
加
入
し
、
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
所

得
の
減
少
や
失
業
な
ど
で
経
済
的

に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

料
の
「
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
に
は
、

☆
全
額
免
除
☆
４
分
の
３
免
除

☆
半
額
免
除
☆
４
分
の
１
免
除

が
あ
り
、
３０
歳
未
満
の
若
年
者
に

つ
い
て
は
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

○�

免
除
申
請
は
、
申
請
月
か
ら
２

年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請

で
き
ま
す
。

○�

免
除
の
審
査
は
申
請
期
間
に
対

応
す
る
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
の
前
年
所
得
に
、
ま
た

若
年
者
納
付
猶
予
は
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
に
基

づ
い
て
日
本
年
金
機
構
で
行
い

ま
す
の
で
、
免
除
や
猶
予
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

が
失
業
な
ど
に
該
当
す
る
場
合

は「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

ま
た
は
「
離
職
票
」
な
ど
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

一
部
免
除
が
認
め
ら
れ
て
も
、

残
り
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る

と
未
納
扱
い
に
な
り
、
年
金
受

給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

○�

一
部
免
除
期
間
の
老
齢
基
礎
年

金
額
は
、
全
額
を
納
め
た
場
合

に
比
べ
減
額
さ
れ
ま
す
（
半
額

免
除
の
場
合
、
４
分
の
３
が
年

金
額
に
反
映
）。

　
ま
た
「
納
付
猶
予
」
さ
れ
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
受

給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
な
い

期
間
と
な
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例

　
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、

専
門
・
専
修
学
校
（
対
象
校
に
な

ら
な
い
場
合
あ
り
）
な
ど
の
２０
歳

以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
申
請
年

度
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

○�

猶
予
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
。

○�

申
請
に
は
学
生
証
（
コ
ピ
ー

可
）・
年
金
手
帳
を
持
参
し
、

「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
度
ご
と
に
申
請
が
必

要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
免
除
や
猶
予
な
ど
を

受
け
た
期
間
中
に
、
障
が
い
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
な
っ

た
場
合
で
も
、
受
給
資
格
が
あ
れ

ば
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
免
除
や
猶
予
な
ど
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
３
年
目
以

降
は
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）。

申
・
問
総
合
窓
口
課
・
年
金
担
当

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
４

申
・
問
守
口
年
金
事
務
所

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
３
０
３
１

　
こ
の
条
例
は
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
社
会
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
中
で
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、市
、

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
お

よ
び
教
育
関
係
者
が
共
通
の

理
解
と
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

果
た
す
役
割
や
目
指
す
方
向

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

７
つ
の
基
本
理
念

�

（
第
３
条
）

①�

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
の

尊
重

②�

男
女
の
性
別
に
と
ど
ま
ら

ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権

尊
重
と
配
慮

③�

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
な
ど
を
反
映
し
た

制
度
・
慣
行
に
拘
束
さ
れ

な
い
た
め
の
配
慮

④�

市
や
民
間
の
団
体
な
ど
に

お
け
る
立
案
お
よ
び
決
定

へ
の
男
女
共
同
参
画

⑤�

男
女
互
い
の
身
体
的
特
徴

へ
の
理
解
と
生
涯
に
わ
た

る
健
康
の
確
保

⑥�

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど

家
庭
生
活
や
職
場
・
学

校
・
地
域
な
ど
の
社
会
生

活
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
へ
の
配
慮

⑦�

国
際
社
会
の
動
向
と
連
動

し
た
男
女
共
同
参
画
推
進

へ
の
配
慮

男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
の
策
定

�

（
第
１０
条
）

　
市
で
は
、「
守
口
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
守
口
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
、
守
口
市
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

問
人
権
室

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

守
口
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
施
行
５
周
年
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時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

就労、多重債務、労働問題に関する相談窓口
平
成
２６
年
度
守
口
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

～
基
本
方
針
編
～
（
案
）

　
本
件
に
対
す
る
意
見
な
ど
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
財
産
活
用
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
３
８
６

就労支援相談

毎週水・金曜日
１０：００～１６：００

（１２：００～１３：００、
年末年始、祝日を除く）

【相談例】
「仕事を見つけたいけど、何から始めていいのか…」
「面接の受け方がわからない…」「資格が取りたい…」
○�働く意欲はあるのに就労につながりにくい人の相談に、就労

支援コーディネーター（専門の相談員）が応じます。
　家族からの相談にも応じています。
注就職を直接あっせんするものではありません。

多重債務・
労働問題相談

毎週木・土曜日
１０：００～１６：００

（１２：００～１３：００、
年末年始、祝日を除く）

【相談例】
「サラ金などの多重債務で返済に困っているのですが…」
「住宅ローンが払えなくて…」
 「セクハラ・パワハラ・職場でのイジメ・嫌がらせがひどくて…」
「会社を一方的に解雇された…」
「未払い・不払いの残業代を請求するには…」
「ブラック企業の見分け方が知りたくて…」
○�借金の返済過多、職場のトラブル、労働問題など、さまざまな

悩みにお応えし、解決への一歩をアドバイスしています。
相談場所 京阪電車　守口市駅前　テルプラザ２階（市民体育館側歩道橋前）

予約・問い合わせ先 地域就労支援センター「ラポール」　℡０６－６９９２－１２９０
守口市役所　地域振興課　℡０６－６９９２－１４９０

会　　計　　別 区　　　　　分 金　　　額（円）

一 般 会 計

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

（繰替）国民健康保険事業会計へ
差 引 残 額

45,892,856,792
41,409,408,915
4,483,447,877

△ 1,200,000,000
3,283,447,877

特 別 会 計
公 共 下 水 道 事 業

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

2,860,458,581
2,220,828,317

639,630,264

特 別 会 計
国民健康保険事業

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

（繰替）一般会計より
（繰替）緑・花基金より
（繰替）減債基金より
（繰替）地域福祉推進基金より
（繰替）生涯学習援助基金より
（繰替）人材育成基金より
（繰替）学校教育施設整備基金より
差 引 残 額

11,742,053,648
13,181,775,940

△ 1,439,722,292
1,200,000,000

12,496,819
1,710,629
5,689,224
4,984,554

610,265,414
306,847,864
702,272,212

特 別 会 計
後 期 高 齢 者
医 療 事 業

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

1,098,218,729
794,428,350
303,790,379

水 道 事 業 会 計

収　益　の　部
収 入
支 出
収 支 差 引 額

資　本　の　部
収 入
支 出
収 支 差 引 額

2,002,982,888
1,733,331,695

269,651,193

32,527,526
899,369,028

△ 866,841,502

例
月
出
納
検
査
の
結
果

　
市
の
例
月
出
納
検
査
は
、
平
成
２７

年
１
月
１５
日
～
２２
日
ま
で
、
伊
藤
正

伸
、
山
川
勇
一
、
津
嶋
恭
太
の
各
監

査
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
２６
年
１２
月
末
日

現
在
に
お
け
る
各
会
計
の
収
支
は
、

左
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
正
確
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
監
査
委
員
事
務
局

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
９
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果

予約制
秘密厳守
相談無料
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事
例
1

　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
を

名
乗
る
女
性
か
ら
「
あ
な
た
の
個

人
情
報
が
流
出
し
て
い
る
。
３
社

中
２
社
は
削
除
で
き
た
が
、
残
り

は
削
除
で
き
な
か
っ
た
。
削
除
す

る
た
め
に
代
理
人
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
連
絡
す

る
よ
う
に
」
と
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。
事
実
か
ど
う
か
を
確
認
し

た
い
。

事
例
2

　
国
税
局
の
職
員
を
名
乗
る
男
性

か
ら
年
金
受
給
者
の
調
査
だ
と
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　
「
何
人
暮
ら
し
で
す
か
。
預
金

口
座
は
い
く
つ
持
っ
て
い
ま
す

か
。
ど
ち
ら
の
銀
行
で
す
か
。
預

金
は
い
く
ら
お
持
ち
で
す
か
」
な

ど
を
聞
か
れ
、
途
中
ま
で
答
え
た

が
不
審
に
思
い
電
話
を
切
っ
た
。

　
数
週
間
後
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

の
担
当
者
と
名
乗
る
人
か
ら
「
あ

な
た
の
個
人
情
報
が
悪
質
な
業
者

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
削
除
す
る

の
で
後
で
担
当
者
か
ら
連
絡
す

る
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

  

こ
の
２
件
の
電
話
は
何
か
関
係

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
の

電
話
も
不
審
に
思
う
。

解
説

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
的
機
関

や
、
公
的
機
関
と
勘
違
い
さ
せ
る

よ
う
な
名
称
を
か
た
り
「
あ
な
た

の
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
の

で
、
削
除
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う

話
を
持
ち
か
け
、
最
終
的
に
は
金

銭
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
手
口
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
公
的
機
関
や
業

者
を
登
場
さ
せ
て
消
費
者
を
だ
ま

そ
う
と
す
る
「
劇
場
型
勧
誘
」
も

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
「
個
人

情
報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」
な
ど

と
電
話
を
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
も
相
手
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
事
例
の
ほ
か
に
も
、
以
前
何
ら

か
の
投
資
被
害
に
遭
っ
た
人
に
対

し
て
、
公
的
機
関
の
よ
う
な
名
称

で
信
用
さ
せ
「
過
去
の
被
害
金
が

戻
っ
て
く
る
」
と
い
う
話
を
持
ち

か
け
、
手
数
料
な
ど
を
請
求
す
る

手
口
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
、
過
去

の
被
害
が
回
復
さ
れ
る
と
し
て
電

話
を
か
け
た
り
書
類
を
送
っ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去

の
被
害
を
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
す
。
二
次
被
害
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ

た
場
合
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問消費生活センター
相談専用電話
℡０６－６９９８－３６００
時9：３０～１６：３０
土・日・祝日の相談窓口
消費者ホットライン
℡０５７０－０６４－３７０
時１０：００～１６：００

消費生活センター
だより

消費生活センター
など公的機関を
かたる電話にご注意

　市でお預かりした義援金は、
日本赤十字社大阪府支部を通じ
て被災地へ全額寄附しています。
　2月20日までに寄せられた義
援 金 の 総 額 は30,866,276円 で
す。ありがとうございました。
　義援金の受け付けは、平成２８
年３月３１日（木）まで行っていま
すので、ご協力をお願いします。
問危機管理課
℡０６－６９９２－１４９６

ご協力
ありがとう
ございます
～東日本大震災義援金～

　
平
成
２４
年
７
月
９
日
か
ら
の
特

別
永
住
者
制
度
の
変
更
に
伴
い
、

「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
に
替
わ

り
「
特
別
永
住
者
証
明
書
」
を
随

時
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
登
録
証
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
次
回
確
認
（
切
替
）
申

請
期
間
が
平
成
２７
年
７
月
８
日
ま

で
の
人
は
、
期
日
ま
で
に
切
り
替

え
申
請
が
必
要
で
す
。

　
４
月
中
旬
ご
ろ
に
該
当
者
へ
案

内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
を
確
認
の
う
え
、
切
り
替
え
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
期
日
間
際
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
合
窓
口
課
・
住
基
担
当

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
３
０

　
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
住
ま
い

の
耐
震
化
に
向
け
て
、
昭
和
５６
年

５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な

ど
の
耐
震
診
断
補
助
、
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
設
計
お
よ
び
耐
震
改

修
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
建
築
指
導
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
８

特
別
永
住
者
証
明
書

へ
の
切
り
替
え
申
請

住
宅
の
耐
震
診
断
・

設
計
・
改
修
を
応
援
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時日時　内内容　場場所　対対象　定定員　申申し込み　講講師　￥費用　保一時保育　持持ち物　備備考　注注意事項　提提出
配配布　問問い合わせ　℡電話番号　7フリーダイヤル　FAX ファクス　 メール　HPホームページ　※無料の場合は掲載を省略しています。

献血に皆さんの
ご協力をお願いします

リサイクル情報

時4月6日（月）９：３０～１５：００
　4月7日（火）９：３０～１２：００
問市消費生活リーダークラブ
   （市消費生活センター内）
℡０６－６９９２－１３３６

☆ゆずります

○足踏み健康器（４０×４０㎝）
○パーソナルワープロ（東芝製）
○みそつぼ（４０×５０㎝、茶色、陶器）
○おでん鍋（２８×３０㎝、白色、ホーロー）
○天ぷら鍋（２５×２５㎝、シルバー色、ステンレス）
○自動車カバー（ストリーム用、シルバー色）
注�申し込み多数の場合は7日（火）の受付終了

後にセンターで抽せんします。

★求めています

○ベビーベッド
○地デジ対応テレビ
○シングルベッド
○掃除機
注�リサイクル品の故障や破損に関するトラブル

については、責任を負いません。

登録受付・紹介のみ（品物はお預かりしていません）

保
管
期
間　
移
送
の
告
示
日
か
ら

１
か
月

処
分
日　
4
月
25
日
（
土
）

【
2
月
撤
去
分
】

　
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急

に
放
置
自
転
車
大
日
保
管
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

℡�

０
６・６
９
０
２・２
３
４
０

返
還
時
間　
毎
日
午
前
１０
時
～

午
後
７
時

　
返
還
を
受
け
る
に
は
、住
所
、

氏
名
が
確
認
で
き
る
も
の
、鍵
、

移
送
保
管
料
（
自
転
車
２
千
５００

円
、原
動
機
付
自
転
車
４
千
円
）

が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
移
送
日
の
前
日
ま

で
に
警
察
署
に
盗
難
届
が
提
出

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
免
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

問
道
路
課

℡�

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
９
３
、

１
６
９
４

淀川

商業施設

至大阪

水路

庭窪中庭窪小

モノレール
大日駅

鳥
飼
大
橋

地下鉄
大日駅

府道
京都
守口
線

ムーブ 21

国道
1号

国道
１号（

高架
）

浄水場
交

至
京
都

3 番出入口

放置自転車
大日保管所

N

近
畿
自
動
車
道

中央環状線

大日駅よりの順路

保管中の
放置自転車を
お引き取り
ください

自転車の撤去は、
土・日・祝日も実施しています。

放置はやめましょう。

　
市
内
の
中
小
製
造
事
業
者
が
、

Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
常
設
展
示
場
（
東
大

阪
市
）
に
出
展
す
る
場
合
、
出
展

料
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
振
興
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
０

守
口
市
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｏ

常
設
展
示
場

出
展
補
助
事
業

●4月24日（金）
　京阪守口市駅前
　１０：００～１２：００、１３：００～１６：３０

お 知 ら せ
　４００ml献血の年齢基準が、男性のみ１８歳以上から
１７歳以上に引き下げられました。
　血小板成分献血の年齢基準の上限が、男性のみ
５４歳から６９歳に引き上げられました。
問危機管理課
℡ ０６－６９９２－１４９６
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春
を
彩
る
庭
木
・
草
花
な
ど
を

多
数
展
示
・
即
売
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

時�

４
月
１８
日
（
土
）
～
５
月
６
日

（
振
替
休
日
）
午
前
１０
時
～
午

後
５
時

場
大
枝
公
園
東
側
広
場

内�

庭
木
・
草
花
・
園
芸
用
品
の
販

売
、
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー

注
雨
天
中
止

注�

会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
公
園
課
・
緑
・
花
係

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
１

　

市
で
は
、
東
部
エ
リ
ア
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
を
旧
藤

田
中
学
校
跡
地
に
建
設
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
い
、
そ
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
基
本
設
計
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

１
階
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
コ
ー

ト
１
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
が
で

き
る
コ
ー
ト
３
面
な
ど
の
ほ
か
、

集
会
や
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
目

的
な
利
用
に
対
応
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

２
階
部
分
に
は
、
観
覧
が
可
能

な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
を
設
け

ま
す
。

　

基
本
設
計
に
関
す
る
資
料
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
お
よ
び
市

公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
０

桜
の
季
節
が
到
来
！

　
春
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
桜

の
季
節
を
迎
え
、
多
く
の
人
が
散

歩
や
休
憩
な
ど
で
公
園
を
利
用
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
利
用
者
や
公
園
の
近
隣
に
住
む

皆
さ
ん
が
、
気
持
ち
良
く
公
園
と

係
わ
る
た
め
に
、
ほ
か
の
人
に
け

が
を
さ
せ
る
よ
う
な
危
険
な
行
為

や
迷
惑
と
な
る
行
為
な
ど
は
行
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
以
下
の
注
意
事
項
を
守
り
、
一

人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
持
っ

て
、
公
園
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
公
園
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
７
０
２

～
公
園
で
気
持
ち
良
く

　
　
過
ご
す
た
め
に
～
◦
ご
み
の
不
法
投
棄
を
し
な
い

◦�

騒
音
に
よ
る
近
隣
住
民
へ
の

迷
惑
行
為
を
し
な
い

◦
た
き
火
を
し
な
い

◦�

危
険
な
花
火
（
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
）
を
し
な
い

◦�

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、

バ
ッ
ト
や
硬
い
ボ
ー
ル
の
使

用
に
よ
り
、ほ
か
の
人
に
危

険
が
あ
る
よ
う
な
球
技
を
し

な
い

◦�

バ
イ
ク
、
自
転
車
の
乗
り
入

れ
を
し
な
い

◦�

犬
の
散
歩
の
際
に
は
リ
ー
ド

（
綱
）
を
離
さ
な
い
（
大
阪

府
条
例
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
）、
必
ず
ふ
ん
の
後
始
末

を
す
る

◦�

動
物（
ハ
ト
や
野
良
猫
な
ど
）

の
小
屋
の
設
置
や
え
さ
や
り

を
し
な
い

注

意

事

項

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
だ
よ
り
⑪

植
木
市

　
市
で
は
、
公
園
で
の

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
の
許
可

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
シ
ー
ト
な
ど
を
使
用

し
た
無
人
の
場
所
取
り

は
、や
め
て
く
だ
さ
い
。

多目的ホール見取図
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時�
４
月
２８
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
場�

中
央
公
民
館（
教
育
文
化
会
館
）

４
階

対�

地
域
課
題
の
解
決
や
市
の
魅
力

向
上
な
ど
、
協
働
で
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
事
業
に
関
心
の

あ
る
人

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

備�

日
時
、
会
場
、
内
容
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
、
随
時
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
２
０

　

現
在
、
市
で
は
町
会
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
市
内
８
５
５

か
所
に
簡
易
消
火
栓
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

設
置
場
所
、
使
用
方
法
を
防
災

訓
練
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
覚

え
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

防
災
訓
練
な
ど
で
放
水
を
す
る

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
危
機

管
理
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
簡
易
消
火
栓
の
修
繕
、

移
設
、
消
耗
品
の
交
換
な
ど
に
つ

い
て
も
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課

℡
０
６
・
６
９
９
２
・
１
４
９
７

「
守
口
市
公
募
型
協
働
事
業
提
案
制
度
」募
集
説
明
会

簡
易
消
火
栓
の
使
用

～ 

合
葬
墓「
虹
の
丘
」 

～

　
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
、
世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
、
永
代
供
養
墓

の
需
要
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
意
識
や
慣
習
に
対
す
る
考
え

方
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
虹
の
丘
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
（
需
要
）
に

お
応
え
で
き
る
お
墓
で
す
。

申
込
資
格

資
格
１�   

守
口
、
門
真
、
大
東
、
四
條
畷
市
民
の
人
、
飯
盛
霊
園
の

　
　
　
　
墓
所
使
用
者

資
格
２   

右
記
市
以
外
の
市
民（
個
別
安
置
、記
名
が
割
増
と
な
り
ま
す
）

慰
霊
祭
を
開
催

内�

だ
れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
献
花
方
式
で
行
い
ま
す
。

お
花
は
、
こ
ち
ら
で
も
準
備
し

て
い
ま
す
。

時
４
月
１０
日
（
金
）
午
前
１０
時

場
飯
盛
霊
園
内
合
葬
墓「
虹
の
丘
」

備
雨
天
で
も
実
施

問
飯
盛
霊
園
組
合
管
理
課

℡
０
７
４
３
・
７
８
・
１
１
９
５

使
用
料
額

使用区分 資格1 資格2 備　考

合葬 50,000円 直接、合葬室に埋蔵します。

合葬+個別安置 100,000円 125,000円 
骨つぼに納めた状態で10
年間安置した後、合葬室
に埋蔵します。

合葬+記名 150,000円 200,000円 
虹の丘の記名板に氏名な
どを刻字し、直接合葬室
に埋蔵します。

合葬+個別安置+
記名 200,000円 275,000円 

虹の丘の記名板に氏名な
どを刻字し、骨つぼに納
めた状態で10年間安置し
た後、合葬室に埋蔵します。

備 �合葬墓「虹の丘」使用許可申請書（同組合、コミュニティ推進課で配布）
に必要書類を添えて、同組合に郵送または持参してください。

申 �・問同組合（〒575-0012　四條畷市大字下田原448　土・日・祝日も
受付可）

℡0743－78－1195

飯
盛
霊
園
だ
よ
り


